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学
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

は
、
８
月
開
い
た
委
員
会
で
、

文
化
の
香
り
高
い
ま
ち
づ
く

り
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め

協
議
会
内
に
文
化
事
業
部
を

発
足
さ
せ
る
こ
と
を
決
め
た
。

同
協
議
会
で
は
、
す
で
に
、

日
吉
台
新
聞
事
業
部
、
子
育

て
応
援
隊
事
業
部
、
マ
ル
シ
ェ

事
業
部
、
空
き
家
対
策
事
業

部
、
花
と
緑
の
町
並
み
事
業

部
が
活
動
を
進
め
て
お
り
、

文
化
事
業
部
の
発
足
で
６
事

業
部
体
制
と
な
る
。

日
吉
台
学
区
の
歴
史
は
ま

も
な
く
半
世
紀
を
迎
え
、
ま

ち
は
、
円
熟
期
に
入
っ
て
い

る
。
住
民
の
地
域
に
対
す
る

期
待
や
要
望
は
日
を
追
う
ご

と
に
高
ま
り
を
み
せ
、
ま
ち

協
で
は
、
住
民
に
と
っ
て
よ

り
い
っ
そ
う
安
ら
ぎ
喜
び
あ

ふ
れ
る
ま
ち
を
求
め
て
い
る

と
し
て
、
こ
の
文
化
事
業
部

を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、

す
で
に
「
日
吉
台
コ
ン
サ
ー

ト
」
や
日
吉
台
小
の
文
化
人

先
輩
を
招
い
た
「
よ
う
こ
そ

先
輩
」
な
ど
の
事
業
を
実
施

し
て
い
る
が
、
文
化
事
業
部

の
設
置
で
今
後
は
計
画
的
、

継
続
的
な
事
業
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

計
画
に
よ
る
と
、
「
日
吉

台
コ
ン
サ
ー
ト
事
業
」
「
よ

う
こ
そ
先
輩
事
業
」
「
教
養
・

文
化
講
演
会
事
業
」
が
活
動

の
柱
。
日
吉
台
コ
ン
サ
ー
ト

事
業
は
、
年
２
回
、
プ
ロ
の

演
奏
者
を
招
い
て
日
吉
台
市

民
セ
ン
タ
ー
で
、
ク
ラ
シ
ッ

ク
・
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
。

今
の
と
こ
ろ
第
４
回
日
吉
台

コ
ン
サ
ー
ト
と
し
て
、
12
月

２
日
、
オ
ペ
ラ
歌
手
を
招
聘

す
る
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
第
５
回
目
と
し

て
、
弦
楽
五
重
奏
コ
ン
サ
ー

ト
実
施
の
構
想
も
あ
る
。

「
よ
う
こ
そ
先
輩
事
業
」

は
、
日
吉
台
小
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
事
業
の
一
つ
と
し

て
位
置
づ
け
て
い
る
。
日
吉

台
小
卒
業
生
の
音
楽
家
や
ス

ポ
ー
ツ
選
手
、
文
化
人
、
政

治
家
、
企
業
家
な
ど
を
招
い

て
コ
ン
サ
ー
ト
や
講
演
、
実

技
指
導
な
ど
を
し
て
も
ら
い
、

日
吉
台
小
の
子
ど
も
た
ち
に

未
来
を
考
え
る
手
が
か
り
を

提
供
す
る
。

「
教
養
・
文
化
講
演
会
事

業
」
は
多
彩
な
経
験
、
キ
ャ

リ
ア
、
専
門
性
を
持
つ
日
吉

台
住
民
に
登
場
し
て
も
ら
い
、

住
民
の
知
識
と
教
養
を
高
め

て
も
ら
う
事
業
。
要
請
が
あ

れ
ば
、
こ
れ
ら
文
化
人
、
学

識
経
験
者
、
専
門
性
を
持
つ

人
ら
を
学
区
外
に
も
派
遣
、

学
区
の
情
報
発
信
の
一
助
に

す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

ま
ち
協
で
は
、
日
吉
台
コ

ン
サ
ー
ト
事
業
を
推
進
す
る

た
め
に
実
行
委
員
を
募
っ
て

い
る
。
応
募
、
協
力
が
で
き

る
人
は
次
回
実
行
委
（
９
月

28
日
午
後
７
時
、
市
民
セ
ン

タ
ー
会
議
室
）
に
参
加
す
る

か
、
林
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

長
（
０
９
０
・
５
０
４
０
・

４
３
０
９
）
ま
で
。

学
区
自
治
連
の
特
別
委
、

自
治
連
あ
り
方
を
検
討
す
る

委
員
会
（
仮
称
）
の
初
会
合

が
８
月
６
日
、
市
民
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
、
地
域
社
会
と
住

民
生
活
の
構
造
的
な
変
化
に

伴
い
、
自
治
連
合
会
の
抜
本

的
な
あ
り
方
を
優
先
的
な
検

討
課
題
と
し
、
市
が
提
唱
す

る
市
民
セ
ン
タ
ー
改
革
案
へ

の
対
応
策
に
つ
い
て
も
協
議

す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

最
初
に
委
員
会
の
進
め
か

た
に
つ
い
て
協
議
、
会
長
に

林
堅
太
郎
学
区
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
長
、
事
務
局
長
に
西

治
彦
さ
ん
を
選
ん
だ
。
初
会

合
の
協
議
は
、
委
員
か
ら
学

区
自
治
連
、
各
丁
自
治
会
、

各
種
団
体
が
現
在
抱
え
る
課

題
や
問
題
点
を
自
由
協
議
で

抽
出
、
進
め
か
た
の
方
向
性

を
論
議
し
た
。

同
委
は
、
当
初
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
基
金
の
あ
り
方
も
論
議

の
対
象
と
し
て
い
た
が
、
学

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
管
理
委
員

会
か
ら
の
提
言
に
基
づ
き
、

す
で
に
学
区
自
治
連
合
会
、

各
丁
自
治
会
で
協
議
を
進
め

て
お
り
、
こ
の
委
員
会
の
論

議
の
対
象
と
し
な
い
こ
と
と

し
た
。

次
回
委
員
会
は
、
９
月
４

日
に
開
催
、
現
在
改
革
を
先

行
さ
せ
る
自
治
会
の
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
や
改
革
案

を
共
有
し
、
そ
の
な
か
か
ら

学
区
自
治
連
合
会
と
し
て
の

課
題
や
方
向
性
を
議
論
す
る

こ
と
に
し
て
い
る
。

学
区
自
治
連
が
進
め
る
空

き
家
対
策
事
業
で
、
日
吉
台

に
各
地
か
ら
視
察
研
修
が
相

次
い
で
い
る
。
7
月
31
日
に

は
、
同
じ
滋
賀
県
長
浜
市
の

連
合
自
治
会
（
廣
瀬
真
啓
会

長
一
行
25
人
）
、
８
月
22
日

に
は
富
山
県
射
水
市
の
地
域

振
興
会
連
合
会
（
宮
田
雅
人

会
長
一
行
26
人
）
が
来
訪
、

日
吉
台
学
区
の
空
き
家
対
策

事
業
に
つ
い
て
研
修
し
た
。

長
浜
市
と
射
水
市
の
研
修

は
、
と
も
に
日
吉
台
市
民
セ

ン
タ
ー
で
実
施
。
濱
崎
博
・

学
区
空
き
家
対
策
委
事
務
局

長
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
っ

て
説
明
。
濱
崎
事
務
局
長
が

行
う
「
行
政
を
頼
り
に
し
な

い
」
日
吉
台
が
独
自
に
ま
ち

づ
く
り
と
し
て
行
う
空
き
家

対
策
事
業
に
参
加
者
ら
は
熱

心
に
メ
モ
を
と
り
な
が
ら
耳

を
傾
け
て
い
た
。

学
区
の
空
き
家
対
策
事
業

の
視
察
は
、
今
年
５
月
、
石

川
県
・
か
ほ
く
市
を
最
初
に

実
施
、
今
回
で
３
市
が
視
察

研
修
し
た
こ
と
に
な
る
。

学
区
社
会
福
祉
協
議
会
主

催
の
「
第
14
回
日
吉
台
福
祉

ま
つ
り
」
が
９
月
９
日
、
日

吉
台
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
る
。

11
時
か
ら
敬
老
の
つ
ど
い

と
し
て
式
典
、
11
時
半
、
昼

食
会
。
12
時
50
分
か
ら
「
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
。
幼
稚
園

児
の
歌
や
民
謡
な
ど
あ
る
。

文
化
事
業
部
を
設
置

コ
ン
サ
ー
ト
や
文
化
講
演
事
業
な
ど
多
彩
に

まちづくり協議会

自
治
連
改
革
へ
第
一
歩

あ
り
方
検
討
委
ス
タ
ー
ト

空
き
家
対
策
視
察
相
次
ぐ

長
浜
市
や
富
山
県
・
射
水
市
か
ら
も

福
祉
ま
つ
り
開
催

９
月
９
日

、
市
民
セ
ン
タ
ー

日吉台小で行われるようこそ先輩事業のコンサート

日吉台を訪問、空き家対策の研修をする富山県・射水市

の視察団一行
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最
初
の
一
筆
、
醍
醐
味

―
歴
史
の
あ
る
書
道
展
、

そ
れ
も
毎
日
賞
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

び
っ
く
り
し
て
い
ま
す
。

大
変
大
き
な
賞
を
い
た
だ
き
、

喜
び
と
と
も
に
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
す
。

―
書
道
を
は
じ
め
た
き
っ

か
け
は
。

小
学
校
4
年
生
の
と
き
。

母
の
勧
め
で
。
字
が
う
ま
く

な
り
た
い
、
と
い
う
単
純
な

気
持
ち
で
し
た
。
県
書
道
協

会
理
事
の
三
原
研
田
先
生
が

開
い
て
い
た
書
道
教
室
に
通

い
ま
し
た
。
本
格
的
に
取
り

組
ん
だ
の
は
高
校
生
に
な
っ

て
か
ら
。
旧
西
浅
井
町
生
ま

れ
で
毎
日
書
道
展
名
誉
会
員

の
書
家
で
高
校
の
書
道
部
の

顧
問
を
し
て
い
た
大
田
左
卿

さ
ん
と
の
出
会
い
が
書
の
道

を
志
す
大
き
な
き
っ
か
け
で

す
。―

今
回
の
受
賞
作
品
を
教

え
て
く
だ
さ
い

「
夏
雨
過
騒
擾

我
獨
望

遠
峯
」

夏
の
雨
（
夕
立
）
は
騒
が
し

く
過
ぎ
て
行
っ
て
、
雨
も
上

が
り
、
私
は
一
人
で
雨
上
が

り
の
雲
が
昇
っ
て
い
く
遠
く

の
峰
を
な
が
め
て
い
る
。
漢

詩
は
、
高
校
の
授
業
程
度
の

知
識
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
書

の
題
材
に
用
い
る
の
は
漢
詩

が
多
く
書
籍
で
漢
詩
に
ふ
れ

て
い
ま
す
。

―
こ
れ
ま
で
の
主
な
受
賞

歴
は平

成
25
年
、
県
美
術
展
、

芸
術
文
化
祭
賞
、
県
書
展
会

員
奨
励
賞
受
賞
後
、
現
在
は

審
査
会
員
。
平
成
20
年
、
23

年
県
勤
労
者
美
術
展
、
知
事

賞
、
平
成
25
年
、
30
年
、
近

江
神
宮
全
国
献
書
展
で
毎
日

新
聞
社
賞
受
賞
、
神
前
揮
毫

を
し
ま
し
た
。

―
今
回
は
漢
字
Ⅱ
類
で
の

受
賞
、
書
の
得
意
分
野
は

篆
、
隷
、
行
、
草
書
、
か

な
、
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
勉
強
を
し
て
い
て
、
出
展

分
野
も
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を

出
し
て
い
ま
す
。

―
書
の
醍
醐
味
は
、
行
き

詰
ま
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
か

未
踏
の
積
雪
に
第
一
歩
を

踏
み
込
む
よ
う
な
最
初
の
一

筆
。
絶
対
に
同
じ
も
の
が
書

け
な
い
と
こ
ろ
が
、
苦
し
さ

で
も
あ
り
楽
し
さ
で
す
。
毎

日
書
道
展
で
は
、
64
回
展
か

ら
５
年
間
入
賞
で
き
な
か
っ

た
の
で
原
点
に
帰
り
、
平
成

８
年
、
48
回
展
で
初
入
選
し

た
時
と
同
じ
隷
書
体
五
言
詩

10
文
字
で
挑
戦
、
賞
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

―
今
後
の
目
標
を
教
え
て

く
だ
さ
い

そ
ろ
そ
ろ
自
分
の
得
意
分

野
を
定
め
な
く
て
は
。
そ
れ

を
見
極
め
る
の
が
目
標
で
す
。

退
職
後
は
指
導
者
を
目
指
し

た
い
で
す
ね
。

学
区
自
治
連
合
会
（
野
々

口
義
信
会
長
）
と
学
区
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
（
林
堅
太
郎

会
長
）
は
、
連
名
で
江
若
交

通
に
対
し
、
Ｊ
Ｒ
大
津
駅
―

同
堅
田
駅
間
を
運
行
す
る
浜

大
津
線
の
バ
ス
を
Ｊ
Ｒ
比
叡

山
坂
本
駅
経
由
と
す
る
要
望

書
を
提
出
す
る
こ
と
を
決
め

た
。学

区
在
住
の
住
民
が
地
元

自
治
会
を
通
じ
学
区
自
治
連

に
要
望
が
あ
り
、
学
区
自
治

連
は
、
江
若
バ
ス
に
乗
ろ
う

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す
る

ま
ち
協
に
問
題
提
起
し
た
。

要
望
に
よ
る
と
、
近
年
１

６
１
号
沿
い
に
は
、
大
型
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
ゾ
ー
ン
は
じ
め
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
、
飲
食
店
チ
ェ
ー

ン
、
大
型
ド
ラ
ッ
ク
ス
ト
ア

な
ど
が
出
店
、
沿
線
住
民
に

と
っ
て
は
、
必
須
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
ル
ー
ト
に
な
っ
て
い

る
。日

吉
台
学
区
は
近
年
高
齢

化
が
顕
著
。
免
許
を
返
納
す

る
住
民
が
増
加
、
車
に
乗
れ

な
い
住
民
に
と
っ
て
は
、
こ

の
１
６
１
号
沿
い
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
ゾ
ー
ン
は
、
行
き
た

く
て
も
ゆ
け
な
い
地
域
の
ひ

と
つ
。
要
望
は
、
江
若
バ
ス

浜
大
津
線
の
バ
ス
の
う
ち
、

Ｊ
Ｒ
比
叡
山
坂
本
駅
初
午
前

11
時
半
前
後
と
午
後
４
時
半

前
後
の
１
日
２
本
、
復
路
は

Ｊ
Ｒ
堅
田
駅
発
そ
れ
ぞ
れ
90

分
後
の
バ
ス
を
Ｊ
Ｒ
比
叡
山

坂
本
駅
経
由
と
し
て
運
行
、

１
６
１
号
沿
線
と
日
吉
台
住

宅
地
を
有
機
的
に
結
合
し
て

欲
し
い
と
し
て
い
る
。

日
吉
台
三
丁
目
西
自
主
防

災
会
は
、
巨
大
地
震
や
豪
雨

災
害
の
さ
い
、
命
を
守
り
安

全
に
避
難
す
る
た
め
ど
の
よ

う
な
行
動
す
れ
ば
よ
い
か
を

ま
と
め
た
「
防
災
避
難
ガ
イ

ド
」
を
作
成
、
住
民
に
配
布

し
た
。

避
難
ガ
イ
ド
は
、
い
ざ
と

い
う
時
に
備
え
、
日
ご
ろ
か

ら
隣
近
所
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
、
一
人
で
避
難
で
き

な
い
高
齢
者
や
障
害
者
を
普

段
か
ら
見
守
る
こ
と
の
大
切

さ
を
訴
え
、
事
前
に
手
助
け

の
方
法
や
支
援
策
を
隣
近
所

で
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
を

求
め
て
い
る
。

ガ
イ
ド
で
は
、
避
難
勧
告
、

警
報
発
令
、
震
度
５
弱
以
上

の
地
震
発
生
時
、
一
時
避
難

集
合
場
所
と
し
て
「
三
西
公

園
（
６
号
公
園
）
」
を
明
記
、

組
単
位
で
避
難
場
所
の
「
日

吉
台
小
学
校
」
へ
移
動
す
る

ま
で
の
集
合
場
所
と
し
て
い

る
。同

防
災
会
で
は
、
ガ
イ
ド

作
成
に
あ
わ
せ
、
家
族
全
員

の
氏
名
、
性
別
、
安
否
確
認

が
記
録
で
き
る
「
ふ
れ
あ
い

安
否
確
認
カ
ー
ド
」
を
作
成
、

各
世
帯
に
配
布
。
一
次
避
難

所
集
合
場
所
で
は
、
避
難
住

民
か
ら
安
否
確
認
カ
ー
ド
を

提
出
し
て
も
ら
い
、
全
住
民

の
安
否
を
確
認
す
る
こ
と
に

し
て
い
る
。

恒
例
の
ラ
ジ
オ
体
操

夏
休
み
恒
例
の
ラ
ジ
オ
体

操
が
、
お
盆
明
け
の
８
月
17

日
、
日
吉
台
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
始
ま
っ
た
＝
写
真
。

日
吉
台
夢
・
未
来
事
業
推

進
委
員
会
が
夏
休
み
に
期
間

中
、
毎
年
行
う
行
事
。
今
年

は
、
例
年
に
な
い
猛
暑
の
た

め
熱
中
症
を
心
配
し
て
開
始

時
期
を
お
盆
休
み
明
け
に
繰

り
延
べ
て
い
た
。
開
幕
時
期

が
ず
れ
た
も
の
の
今
年
の
ラ

ジ
オ
体
操
に
は
、
連
日
80
人

近
い
学
区
住
民
や
子
ど
も
た

ち
が
訪
れ
、
ラ
ジ
オ
に
あ
わ

せ
気
持
ち
の
よ
い
汗
を
流
し

て
い
る
。

第

70
回
毎
日
書
道
展
全
国
入
賞
・
毎
日
賞

日
吉
台
市
民
セ
ン
タ
ー
職
員

猪
飼

朱
実
さ
ん
（
58
）

大

津

市

仰

木

浜大津線バスをＪＲ坂本駅経由で運行を

学区自治連など、江若交通へ要望

防
災
避
難
ガ
イ
ド
作
成

３
丁
目
西
自
主
防
災
会

住民から浜大津線のバスの経由を求められているＪＲ

比叡山坂本駅


